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　今回で50回
の節目を迎える
秋山小学校区の
地区対抗子ども
会駅伝大会。今
年は秋山南・北、
島名南・北、駒木

原の５チーム65人の選手が参加し開催されました。
　例年より冷え込み時折冷たい風が吹き抜けるこの
日でしたが、第１回大会に選手として出場した棚谷さ
んが選手の皆さんにエールを送り、選手は元気いっぱ
いコースへ飛び出していきました。沿道の観客の皆
さんの声援を受けて、たすきがつながっていきました。

　会場に展示さ
れたのは市内の
保育園、幼稚園、
小・中学校、北茨
城養護学校の児
童・生徒が制作
した作品985点。
　また、昨年６
月に市内の小学校４校で実施した県北芸術祭関連事
業で制作した「たかはぎ座」の衛星写真も展示され、４
日間で2,100人を超える人が作品を鑑賞しました。

　地域に貢献する
ＪＡをめざし、「ＪＡ
まつり」がさくら
宇宙公園で開催さ
れました。２日間と
も晴天に恵まれ、
メインステージで

は子どもたちに大人気のイバライガ―ショーや県北出
身の演歌歌手のショーなどが披露されました。
　屋台村では地元産の牛汁や牛串、新鮮な農産物など
の販売が、ふれあい広場では緊急車両の展示・乗車体
験やバター作り体験などが行われ、たくさんの来場者
で賑わいました。

　男女共同参画推進
のために市内で活動
する市民団体「ハー
モニーたかはぎ」が
主催するこの催しも
今回で８回目。９組
20名の親子が楽し
く作れておいしいヨーグルトアートづくりに挑戦しま
した。お皿に盛ったヨーグルトにイチゴやバナナなど
の食材で飾り付け。出来上がったお皿にはクマやウ
サギが現れました。日頃なかなかお父さんとご飯を
つくる機会のない子どもたちは大満足の様子で、いっ
しょに作ったホットドッグを食べながら親子の交流と
参加者同士の親睦を図りました。

　高萩真心一魂生酒の新発売に併せ、市と観光協会
主催で県内陶芸家のぐい呑みなどの酒器の展示販売
とトークイベントを行いました。
　初日のトークショーは新庁舎の壁面陶板を制作した
日本陶芸大賞桂宮賜杯受賞作家の井上英基氏のぐい呑
みトーク、２日目は真心一魂を醸造した森島酒造の森嶋
鎮一郎社長の日本酒トークで会場は盛り上がりました。
　今年は真心一魂の生酒も限定販売。ぜひご賞味く
ださい。

　高萩市民球場リニューアル記念事業として、西武ラ
イオンズの秋山翔吾選手、読売ジャイアンツの坂本勇
人選手、阪神タイガースの北條史也選手を招いて市
内の子どもたちへ野球教室を行いました。現役のプロ
野球選手から直接教えてもらえるとあって子どもたち
は大興奮。見学のスタンドも熱気に包まれました。
　午後からは会場を文化会館に移し、坂本選手と北
條選手によるトークショーを開催。サイン色紙の抽選
会もあり、観客の皆さんも大いに満足の一日でした。
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